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野蒜復興新聞 

な
お
、
福
幸
ま
つ
り
開
催
に

併
せ
、
野
蒜
地
域
に
お
い
て

は
、
一
部
道
路
や
通
路
が
、
工

事
の
終
了
に
伴
い
通
行
可
能
と

な
り
、
野
蒜
駅
連
絡
通
路
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
も
使
用
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

福

幸

ま

つ

り

１

万

３

千

人

来

場 
 

▶ 

『
こ
こ
ろ
を
つ
な
ぐ
１
万
人
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
〜
希
望
の
虹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜 

11
月
19
日(

土)

、
ひ
が
し

ま
つ
し
ま
福
幸
ま
つ
り
開
催
前

夜
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯

式
が
交
流
広
場
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
寒
空
で
し
た
が
、
野

蒜
市
民
セ
ン
タ
ー
歌
の
教
室
有

志
の
方
々
に
よ
る
ｓ 

蒜
市
民
セ
ン
タ
ー
の
歌
の
教
室

有
志
の
方
々
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス

で
、
『
花
は
咲
く
』
と
『
東
松

島
讃
歌
』
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。 様

々
な 

翌
、
11
月
20
日(

日)

、
ひ

が
し
ま
つ
し
ま
福
幸
ま
つ
り

は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
市
内
外

か
ら
延
べ
１
万
３
千
人
の
方
が

野
蒜
に
訪
れ
、
各
々
お
ま
つ
り

を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し

た
。 各

自
治
会
の
出
店
や
、
お
ま

つ
り
の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
宮
野
森
小
学
校
の
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
野
蒜
復
興
太
鼓
も

披
露
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
の

方
々
も
お
ま
つ
り
を
大
い
に
盛

り
上
げ
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

野
蒜
市
民
セ
ン
タ
ー
と
、
観

光
物
産
交
流
セ
ン
タ
ー
の
開
所

式
も
同
日
開
催
さ
れ
、
２
つ
の

施
設
の
お
披
露
目
と
な
り
ま
し

た
。 

▶ 

歌
の
教
室
有
志
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス 

▶ 

た
く
さ
ん
の
方
々
が
来
場
さ
れ
ま
し
た 

●
開
通
し
た
道
路
● 

①
野
蒜
１
号
線 

（
大
塚
地
区
及
び
亀
岡
地
区

側
か
ら
野
蒜
ケ
丘
へ
の
ア

ク
セ
ス
） 

②
野
蒜
駅
前
線 

（
新
町
地
区
側
か
ら
野
蒜
ケ

丘
へ
の
ア
ク
セ
ス
） 

③
野
蒜
ケ
丘
一
号
橋 

（
野
蒜
ケ
丘
１
丁
目
と
２
丁

目
を
繋
ぐ
橋
） 



 

野 蒜 北 部 丘 陵 

振 興 協 議 会 

ひ
が
し
ま
つ
し
ま
福
幸
ま
つ

り
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
式
典
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
阿
部
市
長
を
は
じ

め
、
多
く
の
ご
来
賓
や
地
域
の

方
々
も
多
数
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
野
蒜
１
号
橋
の
開
通
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
参
列 

方
々
も
多
数
参
加
さ
れ
ま
し

た
。 野

蒜
ケ
丘
一
号
橋
で
は
開
通

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
多

く
の
参
列
者
が
ハ
ト
風
船
を
空

へ
舞
い
上
げ
ま
し
た
。 

野
蒜
駅
前
で
は
大
阪
・
藤
井

寺
、
南
大
阪
み
さ
さ
ぎ
両
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
支
援
を
受

け
、
東
松
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
が
野
蒜
駅
前
に
寄
贈
し
た
復

興
支
援
時
計
塔
の
除
幕
式
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
大
き
な
節
目
と

な
っ
た
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
市
内

外
の
方
に
野
蒜
ケ
丘
の
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
う
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
カ
ッ
ト
の
後
で
、

ハ
ト
風
船
が
参
加
し
た
方
々
よ

り
青
空
へ
放
た
れ
ま
し
た
。 

ひ
が
し
ま
つ
し
ま 

福
幸
ま
つ
り 

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
支
援
を
受

け
、
東
松
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
が
野
蒜
駅
前
に
寄
贈
し
た
復

興
支
援
時
計
塔
の
除
幕
式
も
行

わ
れ
ま
し
た
。 

大
き
な
節
目
と
な
っ
た
本
イ

ベ
ン
ト
は
、
市
内
外
の
方
に
野

蒜
ケ
丘
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

う
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

野
蒜
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
今

年
の
５
月
と
９
月
に
続
き
最
後

と
な
る
集
団
移
転
宅
地
引
渡
し

式
が
開
催
さ
れ
、
阿
部
市
長
と

住
民
代
表
３
名
が
引
き
渡
し
書

に
署
名
し
ま
し
た
。
今
回
は
野

蒜
駅
周
辺
の
東
部
エ
リ
ア
、
中

央
エ
リ
ア
の
計
92
区
画
が
対
象

と
な
り
、
11
月
29
日
に
引
渡

し
と
な
り
ま
す
。 

こ
れ
に
よ
り
、
地
区
内
に
自

立
再
建
さ
れ
る
方
へ
の
宅
地
は

全
て
引
渡
し
が
完
了
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

災
害
公
営
住
宅
は
来
年
夏
頃

ま
で
に
整
備
さ
れ
る
予
定
で

す
。 

11
月
８
日(

火)

に
高
台
移

転
・
災
害
公
営
住
宅
部
会
合
同

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

会
議
で
は
、
ひ
が
し
ま
つ
し

ま
福
幸
ま
つ
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
役
割
分
担
、
野
蒜
ケ
丘
住
民

植
樹
会
の
内
容
と
進
め
方
に
つ

い
て
報
告
と
確
認
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

福
幸
ま
つ
り
で
は
野
蒜
ケ
丘

に
関
係
す
る
多
く
の
式
典
が
開

催
さ
れ
る
た
め
、
部
会
員
で
分

担
し
な
が
ら
、
当
日
の
参
加
確

認
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同

日
に
行
わ
れ
る
住
民
植
樹
会
に

つ
い
て
も
内
容
確
認
が
行
わ

れ
、
併
せ
て
参
加
案
内
に
つ
い

て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
、
野
蒜
ケ
丘
案
内
板

の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
も
確
認

し
ま
し
た
。 

高
台
移
転
・
災
害
公
営

住
宅
部
会 

合
同
会
議 

 
 

▶ 

野
蒜
ケ
丘
案
内
板
を
確
認
す
る
部
会
員 

野蒜まちづくり協議会 

イメージキャラクター 

マッくん 

 

た
く
さ
ん
の
人
が
式
典

に
来
て
く
れ
た
よ
！ 

未
来
へ
羽
ば
た
け
野
蒜
ケ
丘
！ 

▶ 

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン 

▶ 

野
蒜
ケ
丘
一
号
橋
開
通
式
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
後
に
ハ
ト
風
船
が
舞
い
上
が
り
ま
し
た
。 

 

▶ 

住
民
代
表
の
三
名 

 

◀ 

寄
贈
さ
れ
た
時
計
は
野
蒜
駅
前
に
設
置 

集
団
移
転
宅
地
引
渡
し
式 

 

▲野蒜ケ丘住民植樹会の様子 

野
蒜
ケ
丘
に
整
備
さ
れ
た
木

の
公
園
、
水
の
公
園
、
空
の
公

園
で
住
民
植
樹
会
が
行
わ
れ
、

愛
知
県
・
豊
田
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
桜
の
苗
木
が
住
民
の
手

で
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。 

野
蒜
ケ
丘
住
民
植
樹
会 

 

自立再建の宅地引渡し全て完了 


